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収穫感謝祭収穫感謝祭
ドライフラワーを作って楽しもう　ドライフラワーを作って楽しもう　
１市２町に地元農畜産物を贈呈１市２町に地元農畜産物を贈呈



ＪＡ北ひびき収穫感謝祭ＪＡ北ひびき収穫感謝祭
が行われました！が行われました！

子どもも楽しいキッズコーナーやそば、おにぎり、牛肉の試食も！

　

10
月
18
日
、
士
別
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
「
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

収
穫
感
謝
祭
」
を
開
催
し
た
。

収
穫
感
謝
祭
は
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ

北
ひ
び
き
を
ご
愛
顧
い
た
だ
い

て
る
地
域
住
民
の
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
開
催
し

て
お
り
、
開
場
時
間
前
に
は
、

心
待
ち
に
し
て
い
た
来
場
者
で

長
蛇
の
列
が
見
ら
れ
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
榎
本
組
合
長

よ
り
「
日
頃
よ
り
、
北
ひ
び
き

農
協
の
事
業
運
営
に
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
の
大
地

と
太
陽
に
育
ま
れ
た
秋
の
恵
み

に
感
謝
し
、
そ
の
喜
び
を
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
分
か
ち
合
い
た

い
。」
と
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
毎
年
楽
し

み
に
し
て
お
り
、
今
年
も
楽
し

か
っ
た
。」
と
喜
び
の
声
が
多

く
あ
り
、
約
４
０
０
人
の
来
場

者
数
と
大
盛
況
の
収
穫
感
謝
祭

と
な
っ
た
。

日頃の感謝を込めて地元産農畜産物の無料配布で大盛況！

新米ゆめぴりかや
牛乳、さらに剣淵
町産ジャージー牛
の生乳を使ったア
イスの無料配布が
行われ、来場者は
待ち望んでいた地
元産農畜産物を受
け取り、会場は大
いに盛り上がりま
した！

小さなお子様も楽しめるキッズコーナーや 400 食限定のそば（多寄そば愛好会）やお
にぎり（ななつぼし）の試食や 300 食限定の牛肉の試食も長蛇の列で大好評！
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地元産農畜産物の販売！ 馬鈴薯、玉葱の詰め
放題や和牛サーロ
インステーキや和牛
ロースなどの牛肉販
売、うるち米・もち
米、そば粉、豆類な
どたくさんの地元産
農畜産物を目当てに
来場者で賑わいまし
た！

抽選会では豪華景品も！ 目玉企画となった抽
選会では、豪華景品
を目指し、来場者は
番号札を手に、くじ
の行方に注目しまし
た。番号が呼ばれる
たびに一喜一憂した
歓声など笑顔と期待
に包まれた時間とな
りました！

もちまき大会で締めくくり！

子どもたちの部と大
人の部、２部に分け
てのもちまき大会と
なり、一斉に手を伸
ばし、もちが空中を
舞うたびに歓声が上
がりイベントを締め
くくりました！

子どもたちへお菓子のプレゼント！

子どもが楽しめる
「ちびっ子用菓子プ
レゼント」では、小
さな袋いっぱいに詰
めたお菓子をプレゼ
ントすると子どもた
ちが感情を表しなが
ら楽しんでる姿が見
受けられました！

目次（contents）

今月の表紙今月の表紙

●ＪＡ北ひびき収穫感謝祭が行われました！…… ②

●ドライフラワーを作って楽しもう…… ④

●�１市２町に地元農畜産物を贈呈…… ⑥

●地域のニュース……………… ⑦

士別 「北ひびき管内の乳牛４頭が全日本ホルスタイン共進会の出場権獲得」

士別 「馬鈴しょコントラ事業収穫作業が終了」

剣淵 「廃プラスチック・廃タイヤ回収を実施」

多寄 「大豆収穫作業最盛期」

朝日 「収穫作業の最盛期を迎える」

上士別 「大和牧場で退牧作業を実施」

●お知らせ　他

農協法公布記念日にあたってのメッセージ…… ⑩

金融部からのお知らせ………… ⑪

●ひびきあいの広場

おたより………………………… ⑫

俳句・短歌……………………… ⑬

営業時間変更のお知らせ……… ⑬

理事会報告……………………… ⑭

●クロスワードパズル………… ⑮

　11月行事予定………………… ⑮

●今回のメニュー……………… ⑯

『秋のきのこドリア』

　今月の表紙は、和寒町の鷲見重
さんの次男である鷲見翼さんで
す。鷲見さんは、「第 67 回　上川
管内総合家畜共進会」にて入賞さ
れ、10 月 25 日から開催される「第
16 回全日本ホルスタイン共進会」
に出場します。今回の出品牛と翼
さんの長男幸星くんを撮影させて
いただきました。
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　10 月３日、剣淵町、和寒町、10 月９日に士別

市で地元農畜産物の食材贈呈式が行われ、生徒・

児童に向けて、新米、牛肉、馬鈴薯、玉葱、南瓜、

南瓜ペーストを贈呈した。

　食材贈呈は地元の安全・安心な農畜産物を食

べ、健やかに成長してほしいという願いと、子

どもたちに基幹産業である農業や、地元の農畜

産物に関心を持ってもらうため、平成 27 年か

ら行っている。

　11月には、地元の農畜産物の美味しさを改め

て知ってもらう食育活動の一環として、１市２

町の生徒たちとＪＡ北ひびきの役員が一緒に給

食を食べる予定。

　贈呈式では、榎本組合長より「地域の子ども

たちに安全で安心、さらには新鮮な地元食材を

食べてもらいたい。子どもたちが地元の農畜産

物を食べることで、食と農業の大切さを知って

もらいたい。」と挨拶した。

　士別市の贈呈式では、渡辺市長より「こうし

た機会を通して、子どもたちに地産地消の大切

さと共に、地域の基幹産業である農業への関心

を持ってもらいたい。」と感謝の言葉が述べら

れた。

　また、10 月 17 日、士別市役所にて食材贈呈

に対する感謝状が、渡辺市長より手渡された。

　ＪＡ北ひびきは次年度以降も継続して本事業

を行う予定。

１市２町に地元農畜産物を贈呈
新鮮な食材を地元の子どもたちへ

▲�士別市で行われた贈呈式 ▲感謝状を手渡す渡辺市長と榎本組合長

▲和寒町で行われた贈呈式 ▲剣淵町で行われた贈呈式
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馬
鈴
し
ょ
コ
ン
ト
ラ
事
業収穫

作
業
が
終
了

士別

コントラ収穫作業のようす
　

９
月
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
馬
鈴
薯
の
収
穫
作
業

が
終
盤
を
迎
え
た
。　
　

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
は
、
令
和
６
年
度
よ
り
北
ひ
び

き
管
内
に
お
け
る
馬
鈴
し
ょ
産
地
の
維
持
、
輪

作
体
系
の
確
立
に
向
け
た
コ
ン
ト
ラ
事
業
を
確
立

し
、
馬
鈴
し
ょ
の
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
「
播

種
作
業
」、「
収
穫
作
業
」
に
お
い
て
コ
ン
ト
ラ
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
北
は
る
か
の
圃
場
の
播
種
作
業
、

収
穫
作
業
も
行
っ
て
お
り
、
両
Ｊ
Ａ
は
連
携
を
強

化
し
、
コ
ン
ト
ラ
事
業
の
展
開
で
作
業
の
効
率
化

や
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
持
続
的
農
業

の
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
年
は
、
８
月
、
９
月
の
天
候
不
順
の
影
響
も

あ
り
、
収
穫
作
業
が
進
ま
な
い
状
況
も
あ
っ
た
。

例
年
に
比
べ
圃
場
の
渇
き
が
遅
か
っ
た
が
、
10
月

14
日
で
収
穫
作
業
が
終
了
し
た
。

　

担
当
部
署
の
大
西
裕
幸
営
農
部
長
は
「
今
年

は
気
ま
ぐ
れ
な
天
気
に
左
右
さ
れ
難
儀
し
た
一
年

だ
っ
た
。
終
わ
れ
ば
、
こ
れ
も
経
験
。
次
期
に
向

け
て
コ
ン
ト
ラ
協
議
会
や
関
係
機
関
、
士
別
市
と

も
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
話
し

た
。

　

な
お
、
受
託
作
業
面
積
は
次
の
通
り
。

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き　

播
種
作
業
21
h
a
（
５
戸
）、

収
穫
作
業
18
・
５
h
a
（
５
戸
）

　

Ｊ
Ａ
北
は
る
か　

播
種
作
業
４
h
a
（
２
戸
）、

収
穫
作
業
６
・
５
h
a
（
３
戸
）

北
ひ
び
き
管
内
の
乳
牛
４
頭
が
全
日
本

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
出
場
権
獲
得

士別

共進会のようす集合写真
　

９
月
22
日
、
ホ
ク
レ
ン
北
海
道
中
央
地
域
家
畜

市
場
に
て
第
67
回
上
川
管
内
総
合
家
畜
共
進
会

（
乳
用
牛
の
部
）
が
開
催
さ
れ
、
北
ひ
び
き
管
内

か
ら
出
場
し
た
４
頭
の
乳
牛
が
好
成
績
を
収
め
、

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。

　

共
進
会
は
、
家
畜
の
改
良
と
生
産
意
欲
を
高
め

る
と
と
も
に
、
畜
産
経
営
技
術
並
び
に
生
産
性
向

上
を
図
り
、
畜
産
経
営
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

上
川
管
内
４
Ｊ
Ａ
と
旭
川
農
業
高
校
か
ら
45
頭

が
出
場
し
、
13
部
門
に
わ
た
り
体
型
や
資
質
、
品

位
な
ど
を
競
っ
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
乳
牛
は
、
10
月
25
日
、
26
日

に
乳
牛
会
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。
同
大
会

は
「
乳
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
、
安

平
町
で
10
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
。
全
国
か
ら
計

４
０
０
頭
の
出
品
見
込
で
あ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。

　

北
ひ
び
き
管
内
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
牛
は
次

の
通
り
。

〈
士
別
〉
多
田　

和
宏　

１
頭

〈
剣
淵
〉
㈱
オ
ー
ル
ダ
ー
ラ
ン
ド　

２
頭

〈
和
寒
〉
鷲
見　

重　

１
頭
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廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

�

廃
タ
イ
ヤ
回
収
を
実
施

剣淵

　

10
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
で
、
剣
淵
町
農
業

用
廃
棄
物
対
策
協
議
会
（
精
進
正
弘
会
長
）
は
剣

淵
町
東
町
の
じ
ん
芥
処
理
場
に
て
、
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
業
用
廃
タ
イ
ヤ
の
回
収
を
剣
淵

町
と
Ｊ
Ａ
の
協
力
の
も
と
実
施
し
た
。

　

廃
プ
ラ
の
回
収
は
年
に
２
回
、
農
業
用
廃
タ
イ

ヤ
の
回
収
は
３
年
に
１
度
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

２
日
間
で
回
収
し
た
廃
プ
ラ
の
件
数
は
2
1
1

件
、
重
量
は
約
32
ｔ
、
廃
タ
イ
ヤ
の
件
数
は
71
件
、

重
量
は
約
33
ｔ
と
な
っ
た
。

　

受
入
れ
を
行
っ
た
Ｊ
Ａ
担
当
者
か
ら
は
「
２
日

間
と
も
に
悪
天
候
の
中
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

役
場
職
員
の
協
力
も
あ
り
ス
ム
ー
ズ
に
受
入
れ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
農
ビ
・

農
ポ
リ
の
分
別
、
金
具
等
の
金
属
の
取
り
外
し
に

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
話
し
た
。

　

受
入
し
た
廃
プ
ラ
・
廃
タ
イ
ヤ
は
22
日
、
23
日

に
委
託
処
理
先
で
あ
る
日
本
公
防
株
式
会
社
（
北

斗
市
）
に
よ
り
回
収
さ
れ
た
。

　

な
お
、
次
回
の
廃
プ
ラ
回
収
は
、
来
年
の
６
月

実
施
予
定
で
あ
り
来
年
以
降
も
、
分
別
の
呼
び
か

け
を
徹
底
す
る
。

大
豆
収
穫
作
業
最
盛
期

多寄

　

10
月
に
入
り
大
豆
の
収
穫
作
業
が
最
盛
期
を
迎

え
た
。

　

今
年
は
概
ね
順
調
に
春
先
の
播
種
作
業
が
進
め

ら
れ
た
が
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
天
候
不
順

に
よ
る
高
温
や
干
ば
つ
の
影
響
が
あ
り
、
９
月
上

旬
か
ら
中
旬
に
は
連
日
の
降
雨
が
続
い
た
も
の

の
、
下
旬
に
は
回
復
傾
向
に
な
り
収
穫
作
業
は
例

年
よ
り
も
５
日
ほ
ど
早
い
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

　

10
月
13
日
、
今
年
度
大
豆
を
約
26‌

ha
作
付
し
て

い
る
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
ほ
し
な
（
代
表
取
締

役

：

保
科
博
勝
）
さ
ん
は
、
「
今
年
は
春
作
業
が

順
調
に
進
み
、
悪
天
候
で
心
配
な
時
は
あ
っ
た
が

収
穫
時
期
は
天
気
が
持
ち
直
し
た
の
で
予
定
通
り

に
収
穫
作
業
ま
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
と

話
し
た
。

　

ま
た
、
農
事
組
合
法
人
多
寄
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

（
大
西
康
弘
代
表
）
さ
ん
は
、
「
今
年
は
春
作
業
・

生
育
と
も
に
平
年
並
み
に
進
ん
だ
。
収
穫
時
期
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
順
調
に
作
業
が
進
み
、
品

質
・
収
量
と
も
に
良
好
と
な
っ
た
。
来
年
度
以
降

も
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
受
託
し
た
方
に
つ
い

て
は
、
よ
り
水
分
や
汚
粒
に
気
を
配
り
な
が
ら
慎

重
に
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
」
と
話
し
た
。

　

多
寄
町
の
今
年
度
の
大
豆
作
付
面
積
は
約

７
１
３
ha
と
な
っ
て
い
る
。

廃タイヤ回収のようす 廃プラ回収のようす

（農）多寄コントラクターさん収穫のようす （株）ファームほしなさん収穫のようす
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収
穫
作
業
の
最
盛
期
を
迎
え
る

朝日

大
和
牧
場
で
退
牧
作
業
を
実
施

上士別

　

10
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、
大
和
牧
場
（
総

面
積
約
５
４
０
ha
）
で
退
牧
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

大
和
牧
場
で
は
毎
年
、
地
域
の
酪
畜
農
家
か
ら

肉
牛
や
乳
牛
を
預
か
り
、
５
月
下
旬
か
ら
10
月
下

旬
ま
で
の
約
半
年
間
、
自
然
豊
か
な
環
境
で
放
牧

に
よ
る
育
成
を
行
っ
て
い
る
。
牧
場
の
新
鮮
で
栄

養
価
の
高
い
牧
草
を
食
べ
て
丈
夫
な
体
を
つ
く
る

と
と
も
に
、
酪
畜
農
家
に
と
っ
て
は
労
働
力
や
粗

飼
料
の
必
要
量
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

退
牧
作
業
で
は
ま
ず
ネ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
外

し
、
１
頭
ず
つ
体
重
を
測
っ
て
春
か
ら
の
成
長
を

確
認
。
そ
の
後
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
そ
れ

ぞ
れ
の
酪
畜
農
家
の
も
と
へ
戻
さ
れ
て
い
く
。
お

と
な
し
く
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
個
体
も
い
れ
ば
、
抵

抗
し
て
な
か
な
か
乗
ら
な
い
個
体
も
い
る
が
、
職

員
た
ち
の
手
慣
れ
た
誘
導
に
よ
っ
て
作
業
は
順
調

に
進
み
、
２
日
間
で
２
６
５
頭
が
飼
い
主
の
も
と

へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

大
和
牧
場
は
、
来
年
度
以
降
も
家
畜
を
預
か

り
、
酪
畜
農
家
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
運
営

を
続
け
て
い
く
予
定
だ
。

　

９
月
下
旬
よ
り
、
朝
日
地
区
に
お
い
て
も
、
収

穫
作
業
の
最
盛
期
を
迎
え
た
。

　

９
月
30
日
、
農
事
組
合
法
人
あ
さ
ひ
（
櫻
田
克

明
代
表
）
で
は
、
大
豆
の
受
託
収
穫
作
業
を
、
５

台
の
コ
ン
バ
イ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し
、
汚
粒
等
に
注

意
し
な
が
ら
慎
重
に
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
本
年

は
、
例
年
に
な
い
ほ
ど
の
晴
天
が
続
き
ス
ム
ー
ズ

に
収
穫
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
朝
日
地
区
の

大
豆
作
付
面
積
１
９
２
ha
の
内
、
約
１
３
５
ha
の

受
託
収
穫
作
業
を
10
月
17
日
に
終
え
た
。

　

10
月
５
日
、
士
別
市
甜
菜
振
興
会
朝
日
地
区
機

械
利
用
組
合
（
下
間
山
一
組
合
長

：

組
合
員
11

名
）
で
は
、
甜
菜
の
受
託
収
穫
作
業
を
３
台
の
ビ
ー

ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
進
め
ら
れ
た
。
本
年
は
、
原

料
の
集
荷
が
早
い
た
め
昨
年
よ
り
５
日
早
く
ス

タ
ー
ト
し
天
候
に
恵
ま
れ
、
約
24‌

ha
の
受
託
収
穫

作
業
を
10
月
11
日
に
終
え
た
。

　

当
組
合
で
は
本
年
、
士
別
市
の
甜
菜
作
付
機
械

化
促
進
事
業
を
活
用
し
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
１
台
を
更

新
し
、
今
後
も
輪
作
に
欠
か
せ
な
い
甜
菜
振
興
に

寄
与
し
て
い
く
。

退牧作業のようす

甜菜収穫作業のようす 大豆収穫作業のようす
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農協法公布記念日にあたっての

組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長　樽井　功

　昭和 22 年 11 月 19 日に農業協同組合法が公布されてから 78 年が経過しました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織を通じて農業生産力の向上と農業者の地位向

上を図り、国民経済の発展に寄与することを目的に制定されたこの法律により、農業協同組合

が誕生しました。

　農業協同組合は「農業者による農業者のための組織」として、自主・自立、民主的運営を基本に、

相互扶助の精神のもと、組合員の営農と生活の安定、地域社会の発展に貢献してきました。

　一方、現在、農業・農村を取り巻く環境は大きな変革期を迎えています。気候変動による猛

暑や豪雨、円安による資材高騰、国際的な食料需給の不安定化などが農業経営に影響を与えて

います。

　昨年、農政の憲法とも言われる食料・農業・農村基本法の改正により、国民一人一人の食料

安全保障の確保と環境と調和のとれた食料システムが基本理念として位置付けられ、世界的な

食料需給の不安定化による輸入リスクの増大、環境問題への対応など、日本の農政は大きな転

換点を迎えています。

　ＪＡグループ北海道は、改正基本法に基づく農業構造転換対策の予算確保、食料安全保障の

強化、持続可能な北海道農業の確立に向けて、組合員の声を国政に届ける活動を継続しています。

　国連は、持続可能な生産と消費、食料安全保障、気候変動対策、地域の人々への医療・福祉、

働きがいのある人間らしい仕事の創出、すべての人が参加できる社会づくりなど、さまざまな

分野で持続可能な開発目標（SDGs）に貢献している協同組合を評価し、その認知の向上と協同

組合の振興のために、2025 年を国際協同組合年に定めました。

　この国際協同組合年を契機に、協同組合の力を再認識し、地域課題の解決と安心で豊かな未

来の創造を目指しましょう。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、組合員との対話活動を一層強化し、協同組合の

理念と精神を組織結集力につなげ、今後とも組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続

けられる環境を整えること、地域農業とＪＡの発展に全力でサポートすることをお誓い申し上

げ、農協法公布記念日にあたってのメッセージと致します。
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－金融部からのお知らせ－
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の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「おたより募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

年
も
美
味
し
い
お
米
が
出
来
ま
し
た

と
ひ
び
き
あ
い
の
特
集
で
読
み
出
荷

さ
れ
た
皆
様
の
一
年
間
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
お
米
は
と
て
も
美
味
し
く
食
事
の
た
び
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。
い
つ
ま
で
も
美
味
し
い
お
米
を
作
り

続
け
ら
れ
ま
す
こ
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

�

（
Ｆ
：
80
代
・
女
性
）

●
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
後
も

北
ひ
び
き
産
の
農
畜
産
物
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
！ 今

回
の
メ
ニ
ュ
ー
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ケ
ー

キ
」
す
ご
く
美
味
し
そ
う
な
の
で
試

し
て
み
ま
し
た
。
手
軽
に
材
料
が
手
に
入
っ

て
、
秋
の
夜
長
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

�

（
Ｓ
：
50
代
・
女
性
）

●
毎
月
日
向
温
泉
様
が
考
案
し
て
下
さ
る
メ

ニ
ュ
ー
は
と
て
も
美
味
し
そ
う
で
す
よ
ね
！
こ

れ
か
ら
も
「
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
」
作
ら
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

今
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た
夏
も
終
わ
り
、

や
っ
と
秋
ら
し
い
涼
し
さ
で
体
も
楽

に
成
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
頃
、
目
の
方
が
し
ょ

ぼ
し
ょ
ぼ
し
て
眼
科
で
診
て
も
ら
う
と
手
術

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
色
々
は
っ
き
り

見
た
い
の
で
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

�

（
Ｋ
：
80
代
・
女
性
）

●
あ
っ
と
い
う
間
に
涼
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
ね
！
無
事
手
術
が
成
功
す
る
こ
と
を
、
心
よ

り
お
祈
り
し
て
い
ま
す
！

暑

秋
刀
魚
を
買
っ
て
塩
焼
き
に
し
て
食

べ
ま
し
た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。
新
米
と
一
緒
に
食
べ
た
い
で
す
。

�

（
猫
好
き
：
40
代
・
女
性
）

●
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
美
味
し
そ
う
で
す
ね
！
秋

刀
魚
は
尾
鰭
の
付
け
根
が
黄
色
い
と
脂
乗
り
が

良
く
美
味
し
い
み
た
い
で
す
よ
！

生
年
の
収
穫
も
終
わ
り
一
安
心
、
早
い

も
の
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
寒
さ
と

の
戦
い
、
体
に
こ
た
え
る
ね
、、、

�

（
Ｏ
：
70
代
・
男
性
）

●
収
穫
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
！
こ
れ
か
ら
寒

い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
が
、
寒
さ
に
負
け
ず

健
康
に
過
ご
し
、
来
年
も
農
作
業
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
！

今

　
11
月
に
入
り
野
球
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
も
野
球
の
試
合
か
ら
目
が
離
せ
な
い
日
が
続
き
ま
し
た

ね
。

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、
リ
ー
グ
２
位
で
進

ん
だ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
宿
敵
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
ホ
ー
ク
ス
に
２
連
敗
か
ら
３
連
勝
し
最
終
戦
に
期
待
が
か

か
る
な
か
、
１
対
２
で
敗
戦
し
日
本
シ
リ
ー
ズ
進
出
に
１
歩

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
悔
し
い
思
い
を
糧
に
来
シ
ー
ズ

ン
こ
そ
は
、
リ
ー
グ
優
勝
そ
し
て
日
本
一
を
取
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平

選
手
は
、
３
年
連
続
の
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
を
逃
し
た
も

の
の
自
身
最
多
の
55
本
塁
打
を
記
録
す
る
な
ど
凄
ま
じ
い
活

躍
で
同
僚
の
山
本
由
伸
選
手
・
佐
々
木
朗
希
選
手
と
と
も
に
、

チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
て
い
る
姿
は
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。

1010
月
号
パ
ズ
ル

月
号
パ
ズ
ル

【
当
選
者
】

北
野
広
郷
さ
ん
、
高
橋
　
豊
さ

ん
、
上
西
好
昭
さ
ん
、
吉
田
由

美
さ
ん
、
久
保
田
友
治
さ
ん

【
解
答
】「
タ
マ
イ
レ
」	
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は
っ
ぴ
着
て
老
人
ク
ラ
ブ
の
交
流
会

歌
や
ク
イ
ズ
と
踊
り
も
多
彩

土
　
井
　
一
　
光

秋
大
根
三
日
で
芽
が
出
た
今
年
こ
そ

素
性
の
い
い
の
が
採
れ
ま
す
よ
う
に

井
　
上
　
香
代
子

猛
暑
す
ぎ
庭
の
草
木
の
片
す
み
に

夏
水
仙
の
薄
い
桃
色

竹
ノ
内
　
ひ
か
る

落
書
き
に
何な

 ん故
で
描
い
た
と
咎
め
れ
ば

ボ
ー
ル
ペ
ン
指
す
三
歳
の
孫

高
数
後
　
法
　
子

も
え
た
日
の
記
憶
で
今
も
生
き
て
み
る

恋
に
落
ち
て
る
ま
だ
女
で
す

大
　
森
　
セ
ツ
子

天
塩
川
　
水
音
硬
き
　
秋
の
暮
れ

梅
　
基
　
文
　
子

中
指
で
　
熟
れ
た
西
瓜
を
　
探
す
朝

平
　
間
　
美
　
幸

ブ
ド
ウ
好
き
　
母
の
笑
顔
に
　
も
う
会
え
ぬ

鈴
　
木
　
ゆ
き
子

梨
剥
く
や
　
大た

い

せ

つ

雪
山
の
嶺
々
　
装
い
て

大
　
河
　
博
　
子

短 

歌
俳 
句

　

 
 

 

の 広 場

ひ び き あ い
皆さんからのお便り、楽しい写真等を募集しています。

詳しくは15ページの「おたより募集」をご覧ください。

掲載させていただいた方にプレゼントを差し上げます。

※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名

   にコメントを添えて、

   kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jp

   までお送りください。

　

営業時間変更（11月から翌年３月まで）のお知らせ
営業時間

本所・基幹支所・支所

11月～３月

月曜日～金曜日
土曜日 日曜日

祝祭日
第１・第３・第５ 第２・第４ 第１・第３ 第２・第４ 第５

一般業務 9：00 ～ 17：10 休み

金融・共済窓口 9：00 ～ 16：00 休み

経済センター 9：00 ～ 17：00 休み

メカニックセンター 9：00 ～ 18：00 9：00 ～ 17：00 休み 9：00 ～ 17：00

給
油
所

セルフ士別南 7：00 ～ 20：00

和寒基幹支所

剣淵基幹支所

多寄支所

朝日支所

8：30 ～ 17：30 休み 8：30 ～ 17：00

上士別支所、温根別営業所 9：00 ～ 17：10 休み
※上士別支所・多寄支所・朝日支所の金融・共済窓口は、12：00 ～ 12：50は休業いたします。

ＡＴＭの営業時間

ＡＴＭ 月曜日～金曜日
土曜日 日曜日

祝祭日
第１・第３・第５ 第２・第４ 第１・第３ 第２・第４ 第５

本所、和寒基幹支所、剣淵基幹支所 9：00 ～ 17：30 休み

ツルハドラッグ士別中央店 9：30 ～ 19：00 9:30 ～ 17：00
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ＪＡ ＪＡ 北ひびきＤａｔａ

お知らせ

　

標
記
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
係

る
報
告
に
つ
い
て

　

7
月
17
日
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
理

事
に
対
す
る
貸
付
の
実
行
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

３
．
令
和
７
年
度　

経
営
所
得
安
定
対

策
の
実
績
に
つ
い
て

　

標
記
に
か
か
る
実
績
を
報
告
し
た
。

４
．
令
和
７
年
産　

大
豆
概
算
金
お
よ

び
Ｊ
Ａ
独
自
概
算
金
に
つ
い
て

　

概
算
金
単
価
及
び
Ｊ
Ａ
独
自
概
算
金

単
価
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

５
．
令
和
７
年
産　

農
協
斡
旋
米
価
格

に
つ
い
て

　

令
和
７
年
産
農
協
斡
旋
米
価
格
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

６
．
令
和
７
年
産　

小
麦
生
産
実
績
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
産
の
秋
播
小
麦
、
春
播
小

麦
の
生
産
実
績
を
報
告
し
た
。

７
．
固
定
資
産
の
取
得
結
果
に
つ
い
て

　

メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
屋
根
雨
漏
り

改
修
工
事
に
つ
い
て
は
競
争
見
積
も

り
の
結
果
、
株
式
会
社
田
中
工
業
に

て
実
施
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

８
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
取
組
み
強
化

報
告
に
つ
い
て

　

8
月
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

９
．
役
員
視
察
研
修
に
つ
い
て

　

役
員
視
察
研
修
の
行
程
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

第
８
回
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
７
年
９
月
24
日
㈬

議
案
第
１
号　

役
員
の
選
任
お
よ
び
総

代
選
挙
に
つ
い
て

　

令
和
８
年
度
に
行
わ
れ
る
役
員
選
任

お
よ
び
総
代
選
挙
に
か
か
る
実
施
要

領
、
日
程
案
を
承
認
し
た
。

議
案
第
２
号　

寒
冷
地
手
当
の
支
給
に

つ
い
て

　

職
員
の
寒
冷
地
手
当
の
支
給
基
準
に

つ
い
て
決
定
し
た
。

議
案
第
３
号　

当
組
合
に
お
け
る
取
引

の
リ
ス
ク
評
価
書
の
改
定
に
つ
い
て

　

当
組
合
に
お
け
る
取
引
リ
ス
ク
評
価

書
の
一
部
変
更
を
承
認
し
た
。

議
案
第
４
号　

中
士
別
地
区
で
の
道
営

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
実
施
に

係
る
、
農
業
経
営
高
度
化
促
進
事
業

に
対
応
す
る
つ
な
ぎ
資
金
対
策
に
つ

い
て
標
記
の
事
業
に
か
か
る
、
つ
な

ぎ
資
金
対
策
の
実
施
と
利
息
の
徴
収

に
つ
い
て
決
定
し
た
。

議
案
第
５
号　

退
職
者
に
か
か
る
特
別

加
給
退
職
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

定
年
退
職
者
に
対
す
る
特
別
加
給
退

職
金
に
つ
い
て
、
支
給
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。

▼
報
告
事
項
▲

１
．
内
部
監
査
四
半
期
実
施
報
告　

令

和
７
年
６
月
～
令
和
７
年
８
月
分
に

つ
い
て

構成員／財務 ９／３０現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,382人 △ 54人 △ 3.8%

◆准組合員数 3,732人 △ 76人 △ 2.0%

◆組合員戸数 910戸 △ 32戸 △ 3.4%

◆出資金 37億71百万円 6百万円 0.2%

◆貯金 659億69百万円 22億72百万円 3.6%

◆貸付金 129億4百万円 △ 1億71百万円 △ 1.3%

◆
長期共済

　保 有 高
1030億36百万円 △30億76百万円 △ 2.9%

◆購買供給高 71億56百万円 27百万円 0.4%

◆販売高 104億47百万円 24億88百万円 31.3%

　（農産） 51億71百万円 22億19百万円 75.2%

　（畜産） 52億76百万円 2億69百万円 5.4%

10
．
そ
の
他

　

財
務
状
況
、
組
合
員
動
向
等
を
報
告

し
た
。

10
／
31
付

〈
定
年
退
職
〉

酪
農
畜
産
部
考
査
役�

岩
田
勝
彦

�

（
再
雇
用
制
度
利
用
）

〈
自
己
都
合
退
職
〉

総
務
部
人
事
教
育
課
人
事
教
育
係
長

　

栗
永
恵
美
里

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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日 曜 行　　事　　名

1 土 SS週末キャンペーン

2 日 SSサンデーキャンペーン

3 月 SS生活応援キャンペーン

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土 SS週末キャンペーン

9 日 SSサンデーキャンペーン

10 月

11 火

12 水 SS定期キャンペーン

13 木

14 金
第 10回監事会

自動車展示会（～ 15日）

15 土 SS週末キャンペーン

日 曜 行　　事　　名

16 日 SSサンデーキャンペーン

17 月

18 火

19 水 SS定期キャンペーン

20 木

21 金 第 10回理事会

22 土 SS週末キャンペーン

23 日 SSサンデーキャンペーン

24 月 SS生活応援キャンペーン

25 火

26 水 SS定期キャンペーン

27 木

28 金

29 土 SS週末キャンペーン

30 日 SSサンデーキャンペーン

行事予定表（11月）

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名

の
方
に「
大
豆
の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ

レ
ー
」「
大
豆
の
お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー

ス
」
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
「
大
豆

の
お
肉
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」「
大
豆
の

お
肉
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。（
パ
ズ
ル
当
選
と
お
た
よ
り

紹
介
で
重
複
さ
れ
た
方
は
ど
ち
ら
か

の
み
の
採
用
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

■
締
め
切
り　

令
和
７
年
11
月
15
日

■
当
選
発
表　

本
誌
12
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」係

vol.261vol.261
発行/北ひびき農業協同組合

編集/総務部　総合企画課

令和７年11月５日発行（毎月１回発行）

〒095-0021　士別市西１条８丁目701番地１

電　話：0165－（23）－2115

ＦＡＸ：0165－（23）－5162

http://www.ja-kitahibiki.or.jp/

印　刷／文義堂印刷・出版

クロスワードパズルパズルパズルパズルパズル
二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ

1　育つこと。七五三は子どもの

――を祝う行事です 

2　――果敢に若武者が戦う 

3　江戸時代のタクシーです 

4　秋の山を彩ります 

6　「豚」の音読み。――カツ 

9　金属の輪を長くつないで作り

ます 

11　旅先の体験を書き綴ったもの 

13　平安貴族の乗り物。モーと鳴

く動物が引きます 

15　よく晴れた日の、夕日の色と

いえば 

17　佐渡島にはこの鳥の保護セン

ターがあります 

19　ギターに張ります

2　川辺や海岸で見られる冬鳥。

東京都民の鳥です 

5　熱海と並んで有名な、伊豆半

島東部の温泉地 

7　分別して出します

8　雄弁は銀、――は金 

10　陶器よりも高い温度で焼きま

す 

12　耳の長い動物 

14　天高く――肥ゆる秋 

16　暦の上ではこの日から冬 

18　櫛
くし

の材料によいとされる木 

20　『源氏物語』の作者は紫――で

す 

21　SLとも呼ばれる蒸気――
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メ ュ
今
ニ ー
回の

【作り方】

①しめじとまいたけは石突を落としてほぐし、エリンギは縦に細長く切り、マッシュルームは薄くスライスする

②玉ねぎを薄切りにし、ベーコンは半分に切った後に 1cm幅に細長く切る

③フライパンにオリーブ油（大１）を敷いて中火で熱し、玉ねぎ、ベーコンをしんなりするまで

炒める。

④キノコ類を加えて塩をかけて全体を混ぜ合わせ、蓋をして弱火で 3 分蒸し焼きにする。

⑤全体に火が通ったら米粉を加えて全体によく絡め、牛乳を 3 回に分けて加え、都度よく混ぜる。

⑥とろみが出てきたら火を止めて、コンソメ、こしょうを加えて混ぜる。

⑦オーブン可の容器にご飯を盛り、その上に⑥をのせてとろけるチーズ、オリーブオイル（大

1/2）をかけ、トースターで 10 分焼いて完成

秋
の
き
の
こ
ド
リ
ア

【材料】

・しめじ���������� 1/2 パック

・ご飯������������� ２杯分

・エリンギ������������ ２本

・米粉������������ 大さじ２

・マッシュルーム��������� 5 個

・牛乳������������� 300ml

・舞茸������������� 1/2 個

・コンソメ���������� 小さじ 1

・ベーコン������������ 2 枚

・胡椒�������������� 少々

・玉葱������������� 1/2 個

・とろけるチーズ�������� 30 ｇ

・オリーブオイル������� 大さじ 2

・塩��������������� 少々

※ご不明な点はＪＡ北ひびき 本支所営農担当部署へ
お問い合わせください。

★アプリの導入はこちらから
iPhoneの方 Androidの方

スマホに登録してね

ここがポイント

きのこは食物繊維がたっぷり！
さらに過熱することでうま味も

アップ !! お好きなきのこや、お
野菜、マカロニを加えてアレン
ジしてみるのもオススメです！

士別警察署かわら版

問い合わせは士別警察署まで
士別警察署㈹２３－０１１０

○　冬の交通安全運動の実施
　　冬の路面は急変化！　スリップ招く　急ぐ心にブレーキを
　１　「冬の交通安全運動」が実施されます！
○　運動期間
　　11 月 13 日（木）～ 11 月 22 日（土）の 10 日間
　２　交通事故防止ポイント
  　⑴　ドライバーの皆さんへ
　　　ア　�歩行者や自転車を見落としやすくなる薄暮時間帯から夜間の交通事故を防ぐた

め、交差点や横断歩道近くでは速度を落とし、安全確認を徹底しましょう。
　　　イ　�信号機のない横断歩道を横断しようとする歩行者等がいる場合は、必ず横断歩

道の手前で一時停止し、手で合図（ハンドサイン）をして横断を促しましょう。
　　　ウ　降雪に対応できるよう、早めのタイヤ交換を行いましょう。
　　　　　�また、冬タイヤに交換後は、ナットの緩みなど異常が無いかを定期的に点検し、

ナットの増し締めを行ってタイヤの脱落事故を防ぎましょう。
　　　エ　�急ブレーキ、急ハンドル、急発進はスリップの原因となります。
　　　　　�特に日陰や橋の上、トンネルなどでは、路面が凍結している場合がありますの

で注意が必要です。
　　⑵　歩行者の皆さんへ
　　　ア　�ドライバーから少しでも早く見つけてもらえるように、外出するときは明るい

色の服装や反射材を身に付けて、自分の存在を目立たせましょう。
　　　イ　�横断歩道を渡るときは、手をあげる等の合図（ハンドサイン）をしてドライバー

に道路を横断する意思を伝えましょう。
　　　ウ　横断前の安全確認はもちろん、横断中も常に左右の安全を確認しましょう。
　　⑶　飲酒運転の根絶　
　　　ア　��飲酒運転は悪質な犯罪です！「飲酒運転をしない、させない、許さない、そし

て見逃さない」北海道から飲酒運転をなくしましょう。
　　　イ　�二日酔いでの運転も「飲酒運転」です。アルコールチェッカーで確認するなど、

身体にアルコールが残っていないことを確認しましょう。
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